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論文要旨 
1.研究目的 
 近代家族は近代国家の政策として人為的に目指されてきた側面を持つ。もともと
政策ベースで構築されてきた家族形態であるため、個人の意思が介入するようには
作られていない。性別役割分業によって母子は家庭へと囲い込まれ、稼ぎ手としての
夫とシャドウワークの担い手としての妻という不平等性を根底に有している。外側
から標準型としての核家族規範を、内側から母親役割を適切に遂行させるための「良
妻賢母規範」、子どもを愛しているなら四六時中の育児もいとわないはずだといった
「愛情規範」をとりわけ主婦である母親に課してきた。家族を標準型から逸れさせな
いために、「親子は実親実子」、「標準家族とそれ以外」、「良い母とそれ以外」、「嫡出
と非嫡出」などのさまざまな二分律を生じさせてきた。 
 本論文の目的は家族に標準型を押しつけてきた近代家族イデオロギーを問い直し、
その結果、家族を子ども虐待などの暴力を生じさせやすい構造に追い込んできたこ
とを指摘する。型への外在規範にとらわれることなく、個人の意味づけや家族の関係
性などの家族内部に目を向けることを重視し、家族や母親の役割アプローチは多様
であることを確認することで子ども虐待の抑止力を論考する。 
2.論文の概要 
 第 1章「先行研究の検討」の第 1節「近代家族イデオロギーと母親規範」では、近
代家族は性別役割分業からくる不平等性を持ちつつも、夫婦愛や親子愛という美し
い言葉の裏で家族の不平等性と支配の構造が覆い隠されてきたことについて考察し
た。夫婦愛や親子愛など感情にかかる規範は近代家族イデオロギーとなり、母子を家
庭に囲い込み、家族の閉塞性を助長させてきた。そして結果として、子ども虐待をは
じめとするファミリー・バイオレンスなど家族のゆがみを生じさせてきたことを述
べた。第 2節「母親を追い込む規範としての『よい母親』像では、J.ボウルビィのア
タッチメント理論から乳幼児期における母子関係の重要性を踏まえたうえで、母親
役割アプローチの個別性と多様性について考察し、母親が主体的に「意味づけ」をす
ることの意義について述べた。 
 第 2章「規範と自己実現のせめぎあい」では、現代家族は「個人化」や「ライフス
タイル化」という言葉で表されるように、家族成員の個人志向の高まりが指摘されて
いる。しかし第 1 章第 2 節で述べたように、子どもがいる場合にその母親役割の固
有性を否定することは難しく、母親がその役割とどう折り合って、主体的に「意味づ
け」ていくかは重要となる。本節では個人と役割遂行との間にある「意味づけ」を重
視するシンボリック相互作用論に基づき、その役割アプローチの多様性を論じた。役
割アプローチとしては、①役割受容型（役割期待に対し、主体的に「意味づけ」を行
っているタイプ）、②役割距離型（役割期待に対し、距離をおいてアレンジし、「意
味づけ」たうえで役割遂行しているタイプ）、③役割追従型（規範追従的で、「意味
づけ」せずに役割を遂行しているタイプ）の 3類型が認められた。 
社会から押し付けられた役割期待や規範に追従するのではなく、母親が主体的に「意
味づけ」を行うことが虐待行動への予防となることについて述べた。 
 第 3 章「子ども虐待の一因としての近代家族イデオロギー」では、感情イデオロ
ギーや近代家族イデオロギーが子ども虐待や育児困難にどのように関係しているの
か、子ども虐待対応機関で働く職員 5 名への半構造化インタビューから９事例を得
て、それらをグラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて分析した。これにより
近代家族イデオロギーが引き金となっている虐待発生のメカニズムを明らかにした。
調査結果として、現代家族には《理想の家族》像があり、それがメディアなどを通じ
て自己の中にも規範が内在化されており、画一的な家族イメージが先行しているこ
と、そして「理想の家族」イメージの先行により、《近代家族イデオロギー》への追
従が生じ、理想の家族と現実との間にギャップがある場合に、《ギャップを埋め》よ
うと無理して隠蔽、合理化、演技を行うことにつながることを論じた。それでも理想
に近づくことができないことからの焦燥感からスケープゴートとしての子ども虐待、
周囲への虐待のアピール、虐待の予告などを行っていることを論じた。虐待を生じさ
せる構造から脱する方策として、《相談者による傾聴》《環境の変化》《家族の関係
性の適正化》を指摘した。子どものウェルビーイングは社会共通の最優先課題であ
る。近代家族イデオロギーの外見重視によって家族の「歪み」への軽視がもたらされ
ることは子どものウェルビーイングの阻害要因であることを指摘した。 
 第 4章「育児の実態」では、実際の家庭の閉塞性、育児内容の単調さ、規範にとら
われ、育児困難に陥る母親の様子を、育児記録から分析した。多くの先行研究で、虐
待要因の一つとして、家庭の閉鎖的状況と単独育児状況は指摘されてきたが、具体的
に育児記録から分析しようとした研究はこれまでにない。本章では、家族の閉鎖性、
規範の影響などの育児困難について具体的に明らかにしつつ、子どもの 0-3 才まで
の年齢が進むうちに母親の育児内容がどのように変化するのか、どのように母親役
割を習得し、母子関係が変容していくのかを明らかにすることができた。 
 結果として、(1) 子どもの自我発達に伴う危機、(2) 子どもの段階的な成長と母
親の呼応性の低さからくる危機、(3)子どもの環境の変化による危機、の 3点から虐
待的な行動につながりやすい危機について考察を行った。そして、育児困難からの打
開策としての閉鎖的な家族システムを拡大すること、母親の主体的「意味づけ」を経
た上での行動選択は直接的に母子関係や子どもの育ちに関係することを結論として
述べた。 
 第 5章「ニュージーランドの子ども虐待支援-近代家族イデオロギーを超越して-」
では、近代家族イデオロギーを超越し、家族多様化のなかでの子ども虐待予防支援シ
ステムに成功したニュージーランドで、多様な家族支援の取り組みを見、5つの児童
保護機関へのインタビュー調査で得た事例から近代家族イデオロギーから脱するこ
とで子ども虐待を抑止する取り組み、ソーシャルワーカーに求められる「ノンジャッ
ジメンタルな姿勢」の重要性、拡大家族のなかでの支援の可能性について、虐待とＤ
Ｖをファミリーバイオレンスとして一本化することで社会への啓発力を増すことに
ついて述べた。 
 第 6章「考察と提言」では、これまでの分析結果を改めて整理し、近代家族イデオ
ロギーがどのように子ども虐待を生じさせやすい状況につながっているかを考察し、
状況打開への一助として、閉鎖な家庭環境を打破するため支援、虐待と DVを統合し
た支援体制、子ども虐待支援職における多様な家族への「ノンジャッジメンタルな姿
勢」の重要性について言及し、大学カリキュラムや現任教育への導入することの必要
性を述べている。最後に、子ども虐待支援職者が「家族多様化の視点」を持つことの
必要性を述べている。 
 
 
 
 
 
